
みんなでグッジョブ運動の取り組み状況アンケート 

 

団体名（                 ） 担当所属名（          ） 

担当者名（                ） 電話番号 （          ） 

※担当者の方には、後日お問い合わせすることがあります。 

 

 みんなでグッジョブ運動は、沖縄県の完全失業率を全国並みに改善するため平成１９年

度から平成２２年度までの４年計画で取り組んでいる県民運動です。「みんなでグッジョ

ブ運動」の詳細はＨＰ（「みんなでグッジョブ」でクリック）をご参照ください。 

 

Ⅰ 貴団体で、みんなでグッジョブ運動はどの程度浸透していますか。 

 □１主旨・目的は概ね浸透している  □２運動名は浸透している 

 □３浸透していない         □４わからない 

 

Ⅱ 県民運動として取り組む中、みんなでグッジョブ運動のネーミングについて 

 □１非常によい   □２まあよい   □３わかりにくい  □４替えたほうがよい 

 

    ３又は４を選択された方 

 その理由、又は替わる名前があれば教えてください。 

 

 

 

 

Ⅲ 貴団体で、みんなでグッジョブ運動を始める前と現在とで、雇用問題等に対する意識

の変化はみられますか。 

 □１大きく変わった □２ある程度変わった □３変わらない  □４わからない 

 

Ⅳ みんなでグッジョブ運動で県民の就業意識の向上は感じられますか。 

 □１大きく向上している  □２ある程度向上している   □３変わらない 

 □４低下している     □５わからない 

 

Ⅴ 貴団体の日頃の業務の中でみんなでグッジョブ運動を意識することはありますか。 

 □１常に意識している  □２ときどき意識している  □３特に意識したことはない 

 

 

 



Ⅵ みんなでグッジョブ運動で特に力を入れるべき対策は何ですか。（３つまで選択し、

優先順に下記にその番号を記入してください。） 

 １雇用の場の創出・拡大  ２雇用の安定・維持  ３求職者支援（ミスマッチの解消） 

４雇用環境の改善     ５キャリア教育の推進 ６企業や組織の人材育成  

７県民意識の喚起（広報啓発） 

 

１位 

 

２位 

 

３位 

 

 

 

  そのために具体的な施策は何ですか。 

 

 

 

 

Ⅶ 若年者の就業意識を高めるためにどの時期から対策が必要と思いますか。 

 □１小学生から □２中学生から □３高校生から □４大学（短大・専修）生から 

その時期に効果的な施策は何ですか。 

 

 

 

 

Ⅷ みんなでグッジョブ運動推進計画の「Ⅱ.行動計画 １.主体別取り組み」において、各

主体に求められている主体的に取り組む 基本事項について 

 ※みんなでグッジョブ運動推進計画はＨＰに掲載しています。 

  □１常に意識し事業（業務）を実施している 

  □２意識しているが具体的な事業実施に至っていない  

    □３特に意識していない 

   ２又は３を選択された方 

その理由を教えてください。 

 

 

 

 

 

 



Ⅸ みんなでグッジョブ運動の主体的な取り組みとして、貴団体で独自に取り組んでいる

ことはありますか。 

 □１ある     □２検討中    □３特にない   □４わからない 

 

    １又は２を選択された方 

 どのような取り組みですか。 

 

 

 

 

Ⅹ 同じくみんなでグッジョブ運動推進計画の「Ⅱ.２.産学官連携によるモデル事業の検

討・実施」の取り組みとして、インターンシップ協議会の設置やジョブシャドウイングを

実施していますが、なお産業界、教育機関、行政、地域及び家庭で取り組むべき施策はど

のようなことが考えられますか。 

 

 

 

 

ⅩⅠ 産学官が連携して実施しているジョブシャドウイングについて（ジョブシャドウイ

ングとは、キャリア教育の一種で、生徒が企業の職場で従業員に影のように密着し、その

仕事内容や職場の様子を観察することです。） 

 □１事業内容など概ね知っている □２名前は聞いたことがある  □３わからない 

 

ⅩⅡ ジョブシャドウイング事業における貴団体の協力・連携可能な事項について（３つ

まで選択し、優先順に下記にその番号を記入してください。） 

 １産学官連携による実行委員会を立ち上げた際の委員としての参加 

 ２実際のモデル事業における事務局への職員派遣・運営補助 

 ３団体事務局等で実際に児童生徒を受け入れる 

 ４児童・生徒を実際に引き受けてくれる傘下の団体や企業の推薦・選定 

 ５団体の広報誌や連絡文書等を通じた引き受け団体や企業の応募に係る周知広報への協

力 

 ６ジョブシャドウイング中における児童生徒の送迎及び巡回監視等 

 ７その他（                                ） 

 

１位 

 

２位 

 

３位 

 



ⅩⅢ みんなでグッジョブ運動の広報啓発について 

 □１十分行われている □２もっと広報啓発すべきである □３縮小したほうがよい 

 

    ２を選択された方 

 

ⅩⅣ どのような媒体を強化し広報啓発したほうがよいか。（複数回答可） 

 □１テレビ  □２ラジオ  □３新聞  □４街頭  □５ＨＰ  □６雑誌 

 □７各企業の広報誌 

 □８その他（                                ） 

広報啓発の方法としてより効果的な方法があれば教えてください。 

 

 

 

 

ⅩⅤ みんなでグッジョブ運動推進月間（７月）における取り組みについて 

 □１とても満足している □２まあ満足している □３改善を要する □４わからない 

 

    ３を選択された方 

 

どのような改善や見直しが必要ですか。 

 

 

 

 

ⅩⅥ 現行のグッジョブ表彰のあり方について 

 □１現行の方法でよい    □２改善を要する     □３わからない 

 

    ２を選択された方  

     

どのような改善やや見直しが必要ですか。 

 

 

 

 

 

 



ⅩⅦ 推進本部及び幹事会の運営のあり方（取り組み）について 

 □１このままでよい  □２見直す必要がある  □３わからない 

 

    ２を選択された方 

 

どのような見直しが必要ですか。 

 

 

 

 

ⅩⅧ みんなでグッジョブ運動を更に推進するために推進本部（幹事会）の運営で連携を 

強化すべき事項などがあれば記入してください。 

 

 

 

 

 

ⅩⅨ みんなでグッジョブ運動は平成２２年度までの予定ですが、平成２３年度以降も継 

続実施したほうがよいですか。 

 □１継続実施したほうがよい  □２継続実施する必要はない  □３わからない 

 

   ２を選択された方 

    

その理由を教えてください。 

 

 

 

 

ⅩⅩ その他、自由意見をお書きください。 

 

 

 

 

 

 

  ご協力ありがとうございました。 


